
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この取扱説明書には左記３機種の取り扱い方法が記載されています。 
 
●この取扱説明書は、必要なときにすぐ取り出して読めるように、で

きるだけ身近に大切に保管してください。 
●この取扱説明書をよく読んで理解してから正しくご使用ください。 
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－ 包装内容物の説明 － 

包装箱の中に、下記のものが入っています。使用前に、必ずすべてがそろっているか

確認してください。作業には万全を期していますが万一製品に破損や欠品がございまし

たら、お手数ですがお買い上げ店または弊社までご連絡ください。送付させていただき

ます。 
 

 

 
 ●オプション（別売）ガス捕集器セット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※１：内容物の詳細は P21、P22 参照 

 
 

 

名  称 数  量 

ガスリークディテクタ本体（レザーケース付き） 1 

ダストフィルタ（FE-106）（本体吸引口に取付済み、P4,5 参照） 1 

ドレンフィルタセット（DF-116） 1 

交換用フィルタエレメント（FE-2） 1 

自在型アタッチメント(AT-2G) 1 

ハンドストラップ（本体取付済み） 1 

単 3 形アルカリ乾電池 パナソニック（株） LR6 2 

取扱説明書 1 

簡易操作説明書（レザーケース側面ポケット収納） 1 

web ユーザー登録のご案内 1 

検査成績書/保証書 1 

型式 内容物※１ 

ＡＴＳ－１ 
ガス捕集器（AT-5,AT-6）、なまし銅管（AT-11）、 

サンプリングチューブ（SH-4-05） 

ＡＴＳ－２ ガス捕集器（AT-5,AT-7A）、伸縮管（RP-4） 

ＡＴＳ－３ 
伸縮管（RP-1）、フレキシブルアダプタ（AT-12）、

サンプリングチューブ（SH-4-1） 

ＡＴＳ－６ 
ガス捕集器（AT-5）、なまし銅管（AT-11）、 

サンプリングチューブ（SH-4-05）、 

自在型アタッチメント（AT-2G） 
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はじめに 

１.はじめに（つづき） 

  安全にご使用いただくために 

安全にご使用いただくために、下記の事項を必ずお守りください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

• ガス警報を発しましたら、直ちに爆発の事故を防ぐために必要なすべての

処置をしてください。 
• ガス排気口から高濃度の可燃ガスが排出される可能性があります。危険で

すので火気を近づけないでください。 

• 電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動的にゼロ調

整を行いますので、ガス雰囲気中でおこなうと正常な探知ができませ

ん。 
• 吸引口および排気口をふさがないでください。ふさぐと正常な探知ができ

ません。 
• 水等を吸引させないでください。吸引すると正常な探知ができません。機

器が故障する場合もあります。 
• フィルタエレメントは、清浄な状態でお使いください。フィルタエレメン

トが汚れていたり、水分が付着していると、正常な探知ができません。 

• 長期間ご使用にならない場合は電池を抜いて保管してください。 
機器に電池をセットしたまま長期間保管されますと電池が消耗し、液漏れ

により機器が故障するおそれがあります。 
• 長期間ご使用にならない場合は、6 ヶ月に 1 回は電源を入れ、ポンプが動

作することを確認してください。長期間動作させない場合は、ポンプが正

常に動作しないおそれがあります。 

• 本器は防爆構造です。分解、改造、構造および電気回路の変更等はしない

でください。防爆性能を損なうおそれがあります。 
• 高温、多湿の場所に長く放置しないでください。機器の性能を損なうおそ

れがあります。 

• 使用温度/湿度範囲外での使用および急激な温度/湿度変化は避けてくださ

い。機器の性能を損なうおそれがあります。 

• 大きな気圧変化は避けてください。機器の性能を損なったり破損するおそ

れがあります。 

• 落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックおよび強い振動などは避

けてください。機器の性能を損なうおそれがあります。 
• 本器が結露した場合は、除去して完全に乾燥させた後に点検をしてからご

使用ください。 
• シリコ－ン系のシール材等を使用している周辺もしくはシリコ－ン系ガス

雰囲気下での使用は、機器の性能を損なうおそれがありますので避けてく

ださい。 
• 指定の電池以外は使用しないでください。防爆性能を損なうおそれがあり

ます。 
• 検知対象ガス以外のガス、溶剤の蒸気等も探知する場合があります。測定

環境を考慮してご使用ください。 
• 高濃度の SO2,Cl2 等のガスを探知すると、センサの寿命が短くなったり、

誤差が大きくなる可能性があります。 
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はじめに 

1.はじめに 
 
このたびは、ガスリークディテクタをお買い上げいただき、誠にありがとうございま

す。正しくお使いいただくために、この取扱説明書を必ずお読みになり、ガス漏洩事故

防止、保安点検にお役立てください。 
 
本器は、メタンガス・イソブタンガス・フロンガス等のうち２種類のガス※（切替式）

〔XP-702ⅢS-A、XP-702ⅢS-F〕、または１種類のガス※〔XP-702ⅢS-B〕のガス漏洩探知

を行い、あらかじめ設定されたガス濃度に達すると、ブザーとランプによってガス漏洩

をお知らせし、ガス漏洩事故防止にお役立ていただくためのガスリークディテクタです。 
（※検知対象ガスのガス名は機器本体のガス名シールに表示されているガス名を確認

してください） 
 
ガスリークディテクタを使用したことのあるないに関わらず、この取扱説明書をよく

読んで内容を理解してください。 
本器を使用目的以外には使用しないでください。また、取扱説明書に書かれていない

使用方法では使わないでください。 
 

  防爆関連事項について 

下記の防爆関連事項について、確認の上ご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  シンボルマークの説明 

本文中に危険、警告、注意のマークが出てきます。これらのマークの定義は下記の通

りです。 

 回避しないと、死亡または重傷を招く切迫した危険な状況の発生が予見され

る内容を示しています。 
 回避しないと、死亡または重傷を招く可能性がある危険な状況が生じること

が予見される内容を示しています。 
 回避しないと、軽傷を負うかまたは物的障害が発生する危険な状況が生じる

ことが予見される内容を示しています。 
 取扱い上のアドバイスを意味します。 

• 電池交換は非危険場所で行うこと。 
• 当社指定のレザーケースに収納して使用すること。 
• 静電気の帯電による危険防止の総合的な対策として、携帯して使用す

る人の衣服は帯電防止作業服、履き物は導電性履き物（帯電防止作業

靴）、床は導電性作業床（漏洩抵抗 10MΩ以下）であることが望ましい。 
• キャップは衝撃または摩擦で発火の危険があるため、機器を落とした

り、ぶつけたり、こすったりしないこと。 
• 単 3 形アルカリ乾電池 パナソニック（株）LR6 を使用すること。 

使用条件 
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 

No. 名  称 は た ら き 

① 自在型アタッチメント (AT-2G) ガス吸引用の先端アタッチメントです。 

② キャップ アタッチメントを接続します。 

③ フィルタケース 水やホコリ等から機器を守ります。 

④ ダストフィルタ（FE-106） 細かいホコリ、砂等から機器を守ります。 

⑤ 吸引口 本体のガス吸引口です。 

⑥ 排気口 吸引したガスを排気します。 

⑦ 電源スイッチ/感度スイッチ 電源の入切・ガス感度レベルの設定を行うスイッチです。 

⑧ ブザースイッチ 
警報ブザー音、操作音の ON/OFF を切り替えることができ

ます。対象ガスが 2 種類の場合は、対象ガスの切り替えに

も使用します。 

⑨ 

ポンプ復帰スイッチ/ 

バックライトスイッチ/ 

照明スイッチ 

ポンプエラー発生時にポンプ動作を復帰させます。 

LCD のバックライトを点灯させます。 

照明ランプを点灯させます。 

対象ガス名を LCD 画面に表示します。 

⑩ 照明ランプ 測定対象物を照らします。 

⑪ アラームランプ/エラーランプ（赤） 

本器が漏洩ガスを探知すると、点滅または点灯します。漏

洩ガスの濃度が高くなるにつれて、点滅周期が早くなり、

さらに高くなると点灯します。また、ポンプやセンサに異

常が発生した時に点滅します。 

⑫ ブザー孔 ブザーが鳴ります。 

⑬ 

LCD 画面 

 

 
 

 

 

ガス感度や各種メッセージを表示します。 

(a)電池残量を表示します。 
電池残量 多い・・・・・・・・少ない 

 

 
(b)対象ガスを表示します。（表示している方が対象ガスに

なります。対象ガスが 1 種類の場合は、対象ガス表示はあ

りません。） 

(c)操作音が ON の時に表示します。 

(d)警報音が ON の時に 、OFF 時に  を表示します。 

(e)ポンプ動作を表示します。（ポンプが正常に動作してい

ると回転します。） 

(f)ガス感度レベル、対象ガス名、エラー表示を表示しま

す。 

⑭ ガス感度ランプ（緑） 
ガス感度レベルをランプ表示します。ガス感度レベルは 5

段階あります。 

⑮ 電池蓋 電池収納部のフタです。 

⑯ ガス名シール 検知対象ガスが表示されています。 

 
 
 
 

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(f) 

(e)  
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2.各部の名称とはたらき 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

① 

③ 

⑭ 

⑨ 

⑫ 

⑦ 

⑥ 

⑬ 

⑧ 

④ 

⑯ 

⑪ 

⑮ 

⑩ 

② 

⑤ 
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 

No. 名  称 は た ら き 
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りません。） 
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(e)ポンプ動作を表示します。（ポンプが正常に動作してい

ると回転します。） 

(f)ガス感度レベル、対象ガス名、エラー表示を表示しま

す。 

⑭ ガス感度ランプ（緑） 
ガス感度レベルをランプ表示します。ガス感度レベルは 5

段階あります。 

⑮ 電池蓋 電池収納部のフタです。 

⑯ ガス名シール 検知対象ガスが表示されています。 
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(b) 

(c) 

(d) 

(f) 

(e)  
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2.各部の名称とはたらき 
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④ 
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使用方法  

3.使用方法 

  使用手順 
 

 
 
 
 
 
 
 

1.  電池を入れる 
 ご購入の際、本体に電池は入っていませんので、付属の電池を本体に入れてくだ

さい。（電池の交換 P19 参照） 
 

2.  電源を入れる→暖機運転→ガス感度画面表示 
 
 
 
 
 
 

① ［電源スイッチ］を約 1 秒押します。ブザーが「ピッ」と鳴り、電源が

入ります。 

② 暖機運転中は、センサの安定状態を 5 つのガス感度ランプ（緑）により

表し、センサが安定するにしたがって、最低感度[3]レベルから順にラン

プ点滅が下へ移動していきます。暖機完了直前には、最高感度[0]レベル

のみが点滅し暖機完了へと向かいます。（暖機時間は最長 3分）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

• 電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動的に

ゼロ調整を行いますので、ガス雰囲気中でおこなうと正常な探

知ができません。 

 
２２    手手 順順  ３３ 探知 

する 
電源を 
切る ４４  電池を

入れる 

• 使用する前には必ず「日常点検」を行ってください。（P20 参照） 

電源を 
入れる １１ 暖機 

運転 
ガス感度

画面表示 

• センサの安定状況によって（安定が早いとき）1 つずつ点滅しないと

きがあります。長期間使用していない機器は、暖機時間が長くなった

り、LCD 画面に「E-S」（センサエラーP16 参照）を表示する場合があり

ます。 

センサエラー表示になった場合は、電源を入れ直してください。 
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名  称 は た ら き 
⑰ 側面ファスナー 電池交換時に開閉します。 
⑱ 側面ポケット 簡易操作説明書を収納します。 
⑲ 内面ポケット 交換用フィルタを収納します。 

レザーケース 

 
⑰ 

⑲ 

⑱ 
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3.使用方法 
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のみが点滅し暖機完了へと向かいます。（暖機時間は最長 3分）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

• 電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動的に

ゼロ調整を行いますので、ガス雰囲気中でおこなうと正常な探

知ができません。 

 
２２    手手 順順  ３３ 探知 

する 
電源を 
切る ４４  電池を

入れる 

• 使用する前には必ず「日常点検」を行ってください。（P20 参照） 

電源を 
入れる １１ 暖機 

運転 
ガス感度

画面表示 

• センサの安定状況によって（安定が早いとき）1 つずつ点滅しないと

きがあります。長期間使用していない機器は、暖機時間が長くなった

り、LCD 画面に「E-S」（センサエラーP16 参照）を表示する場合があり

ます。 

センサエラー表示になった場合は、電源を入れ直してください。 
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名  称 は た ら き 
⑰ 側面ファスナー 電池交換時に開閉します。 
⑱ 側面ポケット 簡易操作説明書を収納します。 
⑲ 内面ポケット 交換用フィルタを収納します。 

レザーケース 

 
⑰ 

⑲ 

⑱ 



 

- ９ - 

低 

ガス感度 

使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 ④ ガス感度レベルは、ガス感度の高い順から[0]レベル、[1/5]レベル、[1]レベル、

[2]レベル、[3]レベルの 5 段階に設定することができます。必要に応じてガス

感度を変えて探知します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
●ガス感度を低くする方法 
 電源スイッチを 1 回押す毎に、「ピッ」とい

うブザー音とともにガス感度レベルが一つ低

感度になります。ガス感度ランプ（緑）の点灯

の位置は、1 つ上に移動し、LCD 画面の感度表

示もガス感度ランプ位置と同じ感度設定を表

示します。 
 [3]レベルまでガス感度レベルを低感度にす

ると、次は[0]レベルになります。 
 
 
 
 

 
 
●ガス感度を高くする方法 

 電源スイッチを 2度押し（ダブルクリック）

する毎に、「ピッピッ」というブザー音ととも

にガス感度レベルが 1つ高感度になります。ガ

ス感度ランプ（緑）の点灯の位置は、1 つ下に

移動し、LCD 画面の感度表示もガス感度ランプ

位置と同じ感度設定を表示します。 

 [0]レベルまでガス感度レベルを高感度にす

ると、次は[3]レベルになります。 
 

 
 

 
 
 
 
 

• 電源スイッチを 3 秒以上押すと電源が切れます。 

高 

ガス感度 

※感度設定   3  2  1  1/5   0 
 

※感度設定    3  2  1  1/5   0 
 

• ガス感度レベルにおけるガス探知濃度は次の通りです。 

[0]レベルの場合･････････10ppm 以下で探知します。 

（検知可能漏洩量：3.3×10-6Pa･m3/s） 

[1/5]レベルの場合･･････30ppm 程度で探知します。 

• 対象ガスがフロンガスの場合は「1/5」レベル固定となりますので、ガス

感度レベルの変更はできません。 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 

 
 ③ 暖機が完了したら「ピー」というブザー音とともに 

ガス感度ランプ（緑）が点灯し、LCD 画面にガス感

度レベルが表示されます。 

 

ガス感度レベルは、電池を入れて最初の電源投入時 
は[１]レベルに設定されます。次に電源を投入した 

時は、ガス感度レベルは電源を切る前に設定してい 
たレベルに設定されます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

探知を行う前に検知対象ガスを確認してください。 
• １種類のガス用〔XP-702ⅢS-B〕の場合は、機器本体のガス名シール

に記載されたガス名を確認してください。2 種類のガス用切替式

〔XP-702ⅢS-A、XP-702ⅢS-F〕の場合は、LCD 画面に検知対象ガス番

号「GAS1」または「GAS2」が表示されていますので、機器本体のガス

名シールに記載された該当ガス名を確認してください。 

• ポンプ復帰スイッチを2度押すとLCD画面に検知対象ガス名が表示さ

れます。（対象ガスの表示方法 P13 参照） 
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3.使用方法（つづき） 
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●ガス感度を低くする方法 
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 [0]レベルまでガス感度レベルを高感度にす

ると、次は[3]レベルになります。 
 

 
 

 
 
 
 
 

• 電源スイッチを 3 秒以上押すと電源が切れます。 
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ガス感度 

※感度設定   3  2  1  1/5   0 
 

※感度設定    3  2  1  1/5   0 
 

• ガス感度レベルにおけるガス探知濃度は次の通りです。 

[0]レベルの場合･････････10ppm 以下で探知します。 

（検知可能漏洩量：3.3×10-6Pa･m3/s） 

[1/5]レベルの場合･･････30ppm 程度で探知します。 

• 対象ガスがフロンガスの場合は「1/5」レベル固定となりますので、ガス

感度レベルの変更はできません。 
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3.使用方法（つづき） 
 

 
 ③ 暖機が完了したら「ピー」というブザー音とともに 

ガス感度ランプ（緑）が点灯し、LCD 画面にガス感

度レベルが表示されます。 

 

ガス感度レベルは、電池を入れて最初の電源投入時 
は[１]レベルに設定されます。次に電源を投入した 

時は、ガス感度レベルは電源を切る前に設定してい 
たレベルに設定されます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

探知を行う前に検知対象ガスを確認してください。 
• １種類のガス用〔XP-702ⅢS-B〕の場合は、機器本体のガス名シール

に記載されたガス名を確認してください。2 種類のガス用切替式

〔XP-702ⅢS-A、XP-702ⅢS-F〕の場合は、LCD 画面に検知対象ガス番

号「GAS1」または「GAS2」が表示されていますので、機器本体のガス

名シールに記載された該当ガス名を確認してください。 

• ポンプ復帰スイッチを2度押すとLCD画面に検知対象ガス名が表示さ

れます。（対象ガスの表示方法 P13 参照） 
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3.使用方法（つづき） 
 

●自動ガス排気モード 

  電源を切るときに、機器内にガスが残っていると自動ガス排気モードに入り

ます。 

  自動ガス排気モードに入ると、「ピッ」というブザー音とともに、LCD 画面に

60 が表示され、59、58・・・とカウントダウンが始まります。0 になると自動

的に電源が切れます。また、カウントダウン途中でも機器内からガスが抜けた

時点で電源が切れます。自動ガス排気モード時は、電源を切る操作以外は受け

付けません。 

 

●高濃度ガス吸引時の処置について 
 下表にある高濃度ガスを探知した場合、清浄空気中で一定時間放置してから

電源を OFF にしてください。 
 放置せずに電源を OFF にした場合、機器の性能を損なうおそれがあります。

また、センサエラー表示（P16 参照）になる場合があります。 
 

＊放置時間一覧表（1000ppm を吸引した場合の時間の目安） 
ガス名 放置時間 

アンモニア（NH3） 

10 分 
酸化エチレン（EO） 

ペンタン（C5H12） 

ブタジエン（C4H6） 

ガソリン 

30 分 

酸化プロピレン（PO） 

ベンゼン（C6H6） 

シクロペンタン 

ジクロロエタン（EDC） 

イソプロピルアルコール（IPA） 
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3.使用方法（つづき） 
 

3.  探探知知すするる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吸引口を探知箇所に近づけます。本器が漏洩ガスを探知すると、アラームラン

プ（赤）が点滅、警報ブザーが「ピッピッピッピ」という断続音で鳴り始めます。 
漏洩ガスの濃度が高くなるにつれて、警報ブザーの断続周期が早くなり、連続

音へと変わります。（ガス漏れ箇所に近づくにつれて、警報ブザーの断続周期が

早くなります。） 
アラームランプ（赤）も警報ブザーに同期して、点滅から点灯に変わります。 

 
 
 
 

4．．電電源源をを切切るる 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
探知が終了したら、電源スイッチを約3秒間押し続けます。「ピッ、ピッ、ピー」

というブザー音とともに電源が切れます。 

• 警報ブザーが鳴った場合 
      もし警報ブザーが鳴り、アラームランプ（赤）が点滅・点灯したら、

必要な処置をしてください。必要ならば安全な場所に退避し、再び元

の場所に戻る時は必ずガス濃度が安全なレベルであることを確認し

てからお戻りください。 
• LCD 画面の電池残量表示が   （点灯）になると残り少ない状態で

す。交換用電池を準備してください。 

LCD 画面に「E-B」（電池切れ警報 P16 参照）の表示が出て、［ピーピー

ピー］というブザー音が鳴り始めると使用できない状態になります。

必ず非危険場所（清浄空気中）で早めに電池を交換してください。（電

池の交換 P19 参照） 

 

• 警報ブザー音は必要に応じて、ON/OFF の切り替えをすること 
ができます。（警報ブザーの切り替え方法 P15 参照） 

• 電源を切る時は、必ず警報ブザーが鳴っていないことを確認してくだ

さい。警報ブザーが鳴っている状態で電源を切ると、再び電源を投入

した時、センサエラー（P16 参照）になる可能性があります。 
• フロンガスを探知した場合は、数分間清浄空気を吸引させてから電源

を切ってください。再び電源を投入した時、センサエラー（P16 参照）

になる可能性があります。 
• 高濃度ガスを探知した場合は、一定時間清浄空気を吸引させてから電

源を切ってください。機器の性能を損なうおそれがあります。（高濃

度ガス吸引時の処置について P11 参照） 
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●自動ガス排気モード 

  電源を切るときに、機器内にガスが残っていると自動ガス排気モードに入り

ます。 

  自動ガス排気モードに入ると、「ピッ」というブザー音とともに、LCD 画面に

60 が表示され、59、58・・・とカウントダウンが始まります。0 になると自動

的に電源が切れます。また、カウントダウン途中でも機器内からガスが抜けた

時点で電源が切れます。自動ガス排気モード時は、電源を切る操作以外は受け

付けません。 

 

●高濃度ガス吸引時の処置について 
 下表にある高濃度ガスを探知した場合、清浄空気中で一定時間放置してから

電源を OFF にしてください。 
 放置せずに電源を OFF にした場合、機器の性能を損なうおそれがあります。

また、センサエラー表示（P16 参照）になる場合があります。 
 

＊放置時間一覧表（1000ppm を吸引した場合の時間の目安） 
ガス名 放置時間 

アンモニア（NH3） 

10 分 
酸化エチレン（EO） 

ペンタン（C5H12） 

ブタジエン（C4H6） 

ガソリン 

30 分 

酸化プロピレン（PO） 

ベンゼン（C6H6） 

シクロペンタン 

ジクロロエタン（EDC） 

イソプロピルアルコール（IPA） 
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3.  探探知知すするる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吸引口を探知箇所に近づけます。本器が漏洩ガスを探知すると、アラームラン

プ（赤）が点滅、警報ブザーが「ピッピッピッピ」という断続音で鳴り始めます。 
漏洩ガスの濃度が高くなるにつれて、警報ブザーの断続周期が早くなり、連続

音へと変わります。（ガス漏れ箇所に近づくにつれて、警報ブザーの断続周期が

早くなります。） 
アラームランプ（赤）も警報ブザーに同期して、点滅から点灯に変わります。 

 
 
 
 

4．．電電源源をを切切るる 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
探知が終了したら、電源スイッチを約3秒間押し続けます。「ピッ、ピッ、ピー」

というブザー音とともに電源が切れます。 

• 警報ブザーが鳴った場合 
      もし警報ブザーが鳴り、アラームランプ（赤）が点滅・点灯したら、

必要な処置をしてください。必要ならば安全な場所に退避し、再び元

の場所に戻る時は必ずガス濃度が安全なレベルであることを確認し

てからお戻りください。 
• LCD 画面の電池残量表示が   （点灯）になると残り少ない状態で

す。交換用電池を準備してください。 

LCD 画面に「E-B」（電池切れ警報 P16 参照）の表示が出て、［ピーピー

ピー］というブザー音が鳴り始めると使用できない状態になります。

必ず非危険場所（清浄空気中）で早めに電池を交換してください。（電

池の交換 P19 参照） 

 

• 警報ブザー音は必要に応じて、ON/OFF の切り替えをすること 
ができます。（警報ブザーの切り替え方法 P15 参照） 

• 電源を切る時は、必ず警報ブザーが鳴っていないことを確認してくだ

さい。警報ブザーが鳴っている状態で電源を切ると、再び電源を投入

した時、センサエラー（P16 参照）になる可能性があります。 
• フロンガスを探知した場合は、数分間清浄空気を吸引させてから電源

を切ってください。再び電源を投入した時、センサエラー（P16 参照）

になる可能性があります。 
• 高濃度ガスを探知した場合は、一定時間清浄空気を吸引させてから電

源を切ってください。機器の性能を損なうおそれがあります。（高濃

度ガス吸引時の処置について P11 参照） 
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  対象ガス名の表示方法 

ポンプ復帰スイッチを 2 度押し（ダブルクリック）すると LCD 画面に対象ガス名が

表示されます。 

   ガス感度レベル表示に戻す場合は、対象ガス名表示中にポンプ復帰スイッチを 2 度

押し（ダブルクリック）すると LCD 画面がガス感度レベル表示に切り替わります。ま

た、対象ガス名表示中に電源スイッチを押すと感度レベルの設定が変わるとともに

LCD 画面はガス感度レベル表示に切り替わります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象ガス名 ＬＣＤ画面表示 

メタン 

 

１３Ａ 

 

１２Ａ 

 

イソブタン 

 

対象ガス名 ＬＣＤ画面表示 

ＬＰＧ 

 

フロンガス  

ＬＮＧ 

 

その他のガス 
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• LCD 画面の対象ガス表示は次の通りです。 
 

機種名 
対象ガス名 LCD 画面表示 

GAS1 GAS2 GAS1 GAS2 

XP-702ⅢS-B 

メタン  CH4  

13A  13A  

12A  12A  

イソブタン  I-B  

LPG  LPG  

LNG  LNG  
メタン、13A、12A、 

イソブタン、LPG 以外 
 ETC  

XP-702ⅢS-A 

イソブタン メタン I-B CH4 

LPG 13A LPG 13A 

LPG 12A LPG 12A 

メタン 
メタン、 

13A、12A 以外 
CH4 ETC 

イソブタン 
メタン、 

13A、12A 以外 
I-B ETC 

LPG 
メタン、 

13A、12A 以外 
LPG ETC 

LNG 
メタン、 

13A、12A 以外 
LNG ETC 

メタン、イソブタン、

LPG、LNG 以外※1 

メタン、 

13A、12A 以外※1 
ETC ETC 

XP-702ⅢS-F 

イソブタン FLON I-B FLON 

LPG FLON LPG FLON 

メタン FLON CH4 FLON 
イソブタン、LPG、 

メタン以外 
FLON ETC FLON 

※1 A タイプで対象ガスが「GAS1 イソブタン、GAS2 メタン」以外の組み合わせ、なお

かつ「GAS1 LPG、GAS2 13A、12A」以外の組み合わせの場合、LCD 画面表示は「ETC」

となります。 

例：対象ガスが GAS1「C3H8（プロパン）」／GAS2「メタン」、GAS1「メタン」／GAS2「イ

ソブタン」等の表示は GAS1「ETC」、GAS2「ETC」となります。 
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  対象ガス名の表示方法 

ポンプ復帰スイッチを 2 度押し（ダブルクリック）すると LCD 画面に対象ガス名が

表示されます。 

   ガス感度レベル表示に戻す場合は、対象ガス名表示中にポンプ復帰スイッチを 2 度

押し（ダブルクリック）すると LCD 画面がガス感度レベル表示に切り替わります。ま

た、対象ガス名表示中に電源スイッチを押すと感度レベルの設定が変わるとともに

LCD 画面はガス感度レベル表示に切り替わります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象ガス名 ＬＣＤ画面表示 

メタン 

 

１３Ａ 

 

１２Ａ 

 

イソブタン 

 

対象ガス名 ＬＣＤ画面表示 

ＬＰＧ 

 

フロンガス  

ＬＮＧ 

 

その他のガス 
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• LCD 画面の対象ガス表示は次の通りです。 
 

機種名 
対象ガス名 LCD 画面表示 

GAS1 GAS2 GAS1 GAS2 

XP-702ⅢS-B 

メタン  CH4  

13A  13A  

12A  12A  

イソブタン  I-B  

LPG  LPG  

LNG  LNG  
メタン、13A、12A、 

イソブタン、LPG 以外 
 ETC  

XP-702ⅢS-A 

イソブタン メタン I-B CH4 

LPG 13A LPG 13A 

LPG 12A LPG 12A 

メタン 
メタン、 

13A、12A 以外 
CH4 ETC 

イソブタン 
メタン、 

13A、12A 以外 
I-B ETC 

LPG 
メタン、 

13A、12A 以外 
LPG ETC 

LNG 
メタン、 

13A、12A 以外 
LNG ETC 

メタン、イソブタン、

LPG、LNG 以外※1 

メタン、 

13A、12A 以外※1 
ETC ETC 

XP-702ⅢS-F 

イソブタン FLON I-B FLON 

LPG FLON LPG FLON 

メタン FLON CH4 FLON 
イソブタン、LPG、 

メタン以外 
FLON ETC FLON 

※1 A タイプで対象ガスが「GAS1 イソブタン、GAS2 メタン」以外の組み合わせ、なお

かつ「GAS1 LPG、GAS2 13A、12A」以外の組み合わせの場合、LCD 画面表示は「ETC」

となります。 

例：対象ガスが GAS1「C3H8（プロパン）」／GAS2「メタン」、GAS1「メタン」／GAS2「イ

ソブタン」等の表示は GAS1「ETC」、GAS2「ETC」となります。 
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  警報ブザーの切り替え方法 

本器が漏洩ガスを探知した時に鳴る警報ブザー音のみを、 

ON/OFF することができます。 

電源が入っている状態でブザースイッチを押すと「ピッ」

というブザー音とともに警報ブザー音の ON/OFF が切り替わ

ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  バックライトの点灯方法 

 LCD 画面のバックライトは、ポンプ復帰スイッチを押すと約 5 秒間点灯させるこ

とができます。また、エラーが発生した場合には自動的に約 15 秒間だけ点灯します。 

  照明ランプの点灯方法 

 照明ランプは、ポンプ復帰スイッチを約 1.5 秒の長押しで点灯させることができ

ます。スイッチを押している間は点灯を続けます。 

ポンプ復帰スイッチを離すと約 1分間点灯したのちに自動的に消灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

• 次に電源を投入した時、警報ブザー音の ON/OFF は電

源を切る前の設定状態です。ただし、電池交換後は ON

に設定されます。 
• 完全消音モードに入っている状態では警報ブザー音

の切り替え操作はできません。 

警報音表示 

• バックライトおよび照明ランプは、電池使用時間を考慮して、電池残量表示

が   になると点灯しません。 
• 照明ランプ点灯時はバックライトも点灯します。 

• 目に光を当てないでください。目を傷める原因となります。 
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  対象ガスの切り替え方法 

 対象ガスが２種類〔XP-702ⅢS-A または XP-702ⅢS-F〕の場合、

切り替えは電源を投入する時に行います。ブザースイッチを押し

ながら電源スイッチを押して電源を投入すると、対象ガスが切り

替わります。 

 LCD 画面に表示されている「GAS1」または「GAS2」が対象ガス

になります。 

 電源の投入後に対象ガスを切り替える場合は、1度電源を切っ 
て行ってください。 
 

 
 
 
 
 
 

 

  完全消音モード（操作音も消えます） 

  
 
 
 
 
 
電源が入っている状態で、ブザースイッチを約 3秒間押すと完

全消音モードになります。 

完全消音モードは、操作音および警報ブザー音とも鳴らなくな

り、LCD 画面の操作音表示、警報音表示が になります。ただし、 

異常時の警報および電池交換警報ブザー音（使用できない状態）

は鳴ります。（エラー表示 P16 および電池の交換 P19 参照） 

完全消音モードを解除する場合は、再度ブザースイッチを約 3

秒間押してください。解除しない限り、警報ブザーの切り替え操

作は受け付けません。（警報ブザーの切り替え方法 P15 参照） 

 
 
 

• 完全消音モードは、電源を OFF にしても解除操作また

は電池交換しない限り解除されません。 

• 完全消音モードでは、異常時の警報および電池交換

警報音以外は、全く音が鳴りませんので、音による

操作の確認は一切できません。必要時以外は使用し

ないこと、使用された後は、確実に解除することを

おすすめします。 

操作音表示 警報音表示 

対象ガス表示 

• ポンプ復帰スイッチを 2度押すと LCD 画面に対象ガス

名が表示されます。（対象ガスの表示方法 P13 参照） 

• 対象ガスが１種類〔XP-702ⅢS-B〕の場合は、対象ガス

表示はなく、対象ガスの切り替えもできません。 
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  警報ブザーの切り替え方法 

本器が漏洩ガスを探知した時に鳴る警報ブザー音のみを、 

ON/OFF することができます。 

電源が入っている状態でブザースイッチを押すと「ピッ」

というブザー音とともに警報ブザー音の ON/OFF が切り替わ

ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  バックライトの点灯方法 

 LCD 画面のバックライトは、ポンプ復帰スイッチを押すと約 5 秒間点灯させるこ

とができます。また、エラーが発生した場合には自動的に約 15 秒間だけ点灯します。 

  照明ランプの点灯方法 

 照明ランプは、ポンプ復帰スイッチを約 1.5 秒の長押しで点灯させることができ

ます。スイッチを押している間は点灯を続けます。 

ポンプ復帰スイッチを離すと約 1分間点灯したのちに自動的に消灯します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

• 次に電源を投入した時、警報ブザー音の ON/OFF は電

源を切る前の設定状態です。ただし、電池交換後は ON

に設定されます。 
• 完全消音モードに入っている状態では警報ブザー音

の切り替え操作はできません。 

警報音表示 

• バックライトおよび照明ランプは、電池使用時間を考慮して、電池残量表示

が   になると点灯しません。 
• 照明ランプ点灯時はバックライトも点灯します。 

• 目に光を当てないでください。目を傷める原因となります。 
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  対象ガスの切り替え方法 

 対象ガスが２種類〔XP-702ⅢS-A または XP-702ⅢS-F〕の場合、

切り替えは電源を投入する時に行います。ブザースイッチを押し

ながら電源スイッチを押して電源を投入すると、対象ガスが切り

替わります。 

 LCD 画面に表示されている「GAS1」または「GAS2」が対象ガス

になります。 

 電源の投入後に対象ガスを切り替える場合は、1度電源を切っ 
て行ってください。 
 

 
 
 
 
 
 

 

  完全消音モード（操作音も消えます） 

  
 
 
 
 
 
電源が入っている状態で、ブザースイッチを約 3秒間押すと完

全消音モードになります。 

完全消音モードは、操作音および警報ブザー音とも鳴らなくな

り、LCD 画面の操作音表示、警報音表示が になります。ただし、 

異常時の警報および電池交換警報ブザー音（使用できない状態）

は鳴ります。（エラー表示 P16 および電池の交換 P19 参照） 

完全消音モードを解除する場合は、再度ブザースイッチを約 3

秒間押してください。解除しない限り、警報ブザーの切り替え操

作は受け付けません。（警報ブザーの切り替え方法 P15 参照） 

 
 
 

• 完全消音モードは、電源を OFF にしても解除操作また

は電池交換しない限り解除されません。 

• 完全消音モードでは、異常時の警報および電池交換

警報音以外は、全く音が鳴りませんので、音による

操作の確認は一切できません。必要時以外は使用し

ないこと、使用された後は、確実に解除することを

おすすめします。 

操作音表示 警報音表示 

対象ガス表示 

• ポンプ復帰スイッチを 2度押すと LCD 画面に対象ガス

名が表示されます。（対象ガスの表示方法 P13 参照） 

• 対象ガスが１種類〔XP-702ⅢS-B〕の場合は、対象ガス

表示はなく、対象ガスの切り替えもできません。 
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5.消耗品の交換方法 

  フィルタエレメントの交換 

フィルタエレメントが汚れたり濡れたり、ドレンフィルタセット内に水等が溜まっ

たりしている場合は、ドレンフィルタセット内を掃除し、フィルタエレメントを新し

いものに交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                            
 
 
 
 

① キャップを反時計回りに回して取り外します。 
 
 
 
 
 

② フィルタケース内の O リングを取り外します。 
 
③ フィルタエレメントを新しいものと交換します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
④ O リングを取り付けて、フィルタケースを元の通りに

組み立てます。 

• 機器を動作させた状態で、フィルタエレメントを交換しないでくださ

い。ホコリ等の異物が機器内に入るおそれがあります。 
• フィルタエレメントは正しく装着してください。正常な探知ができな

くなる可能性があります。 
• フィルタケースは確実に取り付けてください。緩んでいると機器内部

に水等が浸入する原因となります。 
• 水等がフィルタエレメントより機器本体内部まで達している場合は、

修理をご依頼ください。正常な探知ができません。 

• 水やホコリ等が溜まっている場合は、ドレンフィ

ルタセット内部に入らないようにご注意くださ

い。 キャップ 

• 必要に応じて、キャップやフィルタケースの

内部を乾いた布等できれいに清掃してくだ

さい。水等は完全に除去して、乾燥させてか

ら新しいフィルタエレメントに交換してく

ださい。 

• フィルタエレメント（FE-2）は必ずフィル

タケースとキャップの間に取り付けてく

ださい。 

フィルタ 
ケース 

O リング 

フィルタエレメント 
(FE-2) 

• フィルタエレメントを指などで押したり、突いたりしないでください。

変形や破損により防水・防塵機能が損なわれます。 

ドレン 
フィルタ

セット 
フィルタ 
ケース 
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4.エラー表示（異常警報） 
 
ガス探知器に異常が発生すると、エラーランプが点滅し、LCD 画面にエラー表示をし

て、ブザーが「ピー、ピー、ピー」と鳴ります。主なエラー表示は下表の通りです。エ

ラー表示にしたがって処置を行ってください。 
 

エラー内容 エラー表示 原因 処置 
 
 
 

センサエラー 

  （エラーランプ点滅） 
 電源を投入した

ときに何らかの

ガスが介在した

可能性がありま

す。 

清浄空気中で、もう一度

電源を投入し直してくだ

さい。数回投入し直して

も、復旧しない場合は、

センサ異常の可能性があ

ります。修理を依頼して

ください。 

 
 
 
 

ポンプエラー 

 （エラーランプ点滅） 
 

水等を吸引した

り、吸引口がふさ

がれた可能性が

あります。 

水の除去等の処置（フィ

ルタエレメントの交換

P17 参照）を行ってくだ

さい。ポンプ復帰スイッ

チを押しても同様の警報

が表示される場合はポン

プ故障や水等がガス探知

器内部まで吸引された可

能性があります。修理を

依頼してください。 

電池切れ警報 

 （エラーランプ点滅） 
 

電池電圧が低下

し、機器が使用で

きない状態です。 

電池交換（電池の交換P19

参照）を行ってください。 

本体エラー 

 （エラーランプ点滅） 
 

本体異常の可能

性があります。 

一度電池を全て外し、数

分後に再度電池を入れ、

電源を入れて確認してく

ださい。それでも復旧し

ない場合は、修理を依頼

してください。 
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5.消耗品の交換方法 

  フィルタエレメントの交換 

フィルタエレメントが汚れたり濡れたり、ドレンフィルタセット内に水等が溜まっ

たりしている場合は、ドレンフィルタセット内を掃除し、フィルタエレメントを新し

いものに交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                            
 
 
 
 

① キャップを反時計回りに回して取り外します。 
 
 
 
 
 

② フィルタケース内の O リングを取り外します。 
 
③ フィルタエレメントを新しいものと交換します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
④ O リングを取り付けて、フィルタケースを元の通りに

組み立てます。 

• 機器を動作させた状態で、フィルタエレメントを交換しないでくださ

い。ホコリ等の異物が機器内に入るおそれがあります。 
• フィルタエレメントは正しく装着してください。正常な探知ができな

くなる可能性があります。 
• フィルタケースは確実に取り付けてください。緩んでいると機器内部

に水等が浸入する原因となります。 
• 水等がフィルタエレメントより機器本体内部まで達している場合は、

修理をご依頼ください。正常な探知ができません。 

• 水やホコリ等が溜まっている場合は、ドレンフィ

ルタセット内部に入らないようにご注意くださ

い。 キャップ 

• 必要に応じて、キャップやフィルタケースの

内部を乾いた布等できれいに清掃してくだ

さい。水等は完全に除去して、乾燥させてか

ら新しいフィルタエレメントに交換してく

ださい。 

• フィルタエレメント（FE-2）は必ずフィル

タケースとキャップの間に取り付けてく

ださい。 

フィルタ 
ケース 

O リング 

フィルタエレメント 
(FE-2) 

• フィルタエレメントを指などで押したり、突いたりしないでください。

変形や破損により防水・防塵機能が損なわれます。 

ドレン 
フィルタ

セット 
フィルタ 
ケース 
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4.エラー表示（異常警報） 
 
ガス探知器に異常が発生すると、エラーランプが点滅し、LCD 画面にエラー表示をし

て、ブザーが「ピー、ピー、ピー」と鳴ります。主なエラー表示は下表の通りです。エ

ラー表示にしたがって処置を行ってください。 
 

エラー内容 エラー表示 原因 処置 
 
 
 

センサエラー 

  （エラーランプ点滅） 
 電源を投入した

ときに何らかの

ガスが介在した

可能性がありま

す。 

清浄空気中で、もう一度

電源を投入し直してくだ

さい。数回投入し直して

も、復旧しない場合は、

センサ異常の可能性があ

ります。修理を依頼して

ください。 

 
 
 
 

ポンプエラー 

 （エラーランプ点滅） 
 

水等を吸引した

り、吸引口がふさ

がれた可能性が

あります。 

水の除去等の処置（フィ

ルタエレメントの交換

P17 参照）を行ってくだ

さい。ポンプ復帰スイッ

チを押しても同様の警報

が表示される場合はポン

プ故障や水等がガス探知

器内部まで吸引された可

能性があります。修理を

依頼してください。 

電池切れ警報 

 （エラーランプ点滅） 
 

電池電圧が低下

し、機器が使用で

きない状態です。 

電池交換（電池の交換P19

参照）を行ってください。 

本体エラー 

 （エラーランプ点滅） 
 

本体異常の可能

性があります。 

一度電池を全て外し、数

分後に再度電池を入れ、

電源を入れて確認してく

ださい。それでも復旧し

ない場合は、修理を依頼

してください。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  電池の交換 

 
 
 
 
 
 
LCD 画面の電池残量表示が   になると電池残量が残り少ない状態です。 

電池電圧が低下して終止電圧になると、LCD 画面に「E-B」（電池切れ警報 P16 参照）

が表示され、使用できなくなりますので電池を交換してください。 
 
 
 
 
 
①レザーケースの背面ボタンを外し、ファスナーを開け、底面のマジックテープを外

します。 
②ガス探知器背面の電池蓋を開け、新しい電池（単 3 形アルカリ乾電池 パナソニッ

ク（株） LR6 2 本）を底面の表示通りに極性を合わせて入れます。 

  ③電池蓋を閉じ、電池蓋が開かないことを確認してください。 
④レザーケースのファスナーを閉め、マジックテープを閉じ、背面ボタンを留めてく

ださい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

• 電池は、2 本とも同じ種類で未使用のものをお使いください。 

• 電池交換は、2 本同時におこなってください。 

• 低温環境では、電池特性により電池使用時間が常温時より短くなります。 

 

電池蓋 

背面ボタン 

• 電池の交換は防爆における非危険場所でおこなってください。 

• 必ず、単 3 形アルカリ乾電池（パナソニック（株）LR6）を使用して

ください。その他の電池を使用すると、防爆性能を保証できません。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  ダストフィルタの交換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ダストフィルタ（FE-106）は、細かいホコリ・砂等が内蔵のポンプに侵入することを

防ぐフィルタです。取り外さないでください。 

汚れた場合は、新しいダストフィルタ（別売）に交換してください。 
 
 
① ドレンフィルタセットのフィルタケース部分を反時計

回りに回してドレンフィルタセットを本体から取り外

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② ダストフィルタ（FE-106）を外し新しいものに交換し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ドレンフィルタセットを元の通り機器に取り付けてく

ださい。 
 

外す 

入れる 
ダストフィルタ(FE-106) 

• 機器はダストフィルタ（FE-106）とドレンフィルタセット内のフィルタ

エレメント（FE-2）を装着した状態で使用してください。 

• フィルタエレメント（FE-2）を装着しないと水等の浸入を防ぐことがで

きません。 

• 機器を動作させたまま、ダストフィルタ（FE-106）を交換しないでくだ

さい。 
• 交換などでダストフィルタを取り外した際は、細かいホコリ・砂等が機

器内部に侵入しないように注意してください。 

ドレン 
フィルタ

セット 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  電池の交換 

 
 
 
 
 
 
LCD 画面の電池残量表示が   になると電池残量が残り少ない状態です。 

電池電圧が低下して終止電圧になると、LCD 画面に「E-B」（電池切れ警報 P16 参照）

が表示され、使用できなくなりますので電池を交換してください。 
 
 
 
 
 
①レザーケースの背面ボタンを外し、ファスナーを開け、底面のマジックテープを外

します。 
②ガス探知器背面の電池蓋を開け、新しい電池（単 3 形アルカリ乾電池 パナソニッ

ク（株） LR6 2 本）を底面の表示通りに極性を合わせて入れます。 
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ださい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

• 電池は、2 本とも同じ種類で未使用のものをお使いください。 

• 電池交換は、2 本同時におこなってください。 

• 低温環境では、電池特性により電池使用時間が常温時より短くなります。 

 

電池蓋 

背面ボタン 

• 電池の交換は防爆における非危険場所でおこなってください。 

• 必ず、単 3 形アルカリ乾電池（パナソニック（株）LR6）を使用して

ください。その他の電池を使用すると、防爆性能を保証できません。 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  ダストフィルタの交換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ダストフィルタ（FE-106）は、細かいホコリ・砂等が内蔵のポンプに侵入することを

防ぐフィルタです。取り外さないでください。 

汚れた場合は、新しいダストフィルタ（別売）に交換してください。 
 
 
① ドレンフィルタセットのフィルタケース部分を反時計

回りに回してドレンフィルタセットを本体から取り外

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② ダストフィルタ（FE-106）を外し新しいものに交換し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ドレンフィルタセットを元の通り機器に取り付けてく

ださい。 
 

外す 

入れる 
ダストフィルタ(FE-106) 

• 機器はダストフィルタ（FE-106）とドレンフィルタセット内のフィルタ

エレメント（FE-2）を装着した状態で使用してください。 

• フィルタエレメント（FE-2）を装着しないと水等の浸入を防ぐことがで

きません。 

• 機器を動作させたまま、ダストフィルタ（FE-106）を交換しないでくだ

さい。 
• 交換などでダストフィルタを取り外した際は、細かいホコリ・砂等が機

器内部に侵入しないように注意してください。 

ドレン 
フィルタ

セット 
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6.保守点検（つづき） 

  定期点検 

機器の精度を維持するために、1 年に 1 回以上は、お買い上げ店または弊社に点

検調整（定期点検）をお申し付けください。 

  主な消耗部品、交換部品など 

品名 型式 品番 備考 

フィルタエレメント（10 枚入り） FE-2 59160022 － 

ドレンフィルタセット DF-116 59073007 － 

ダストフィルタ（5 個入り） FE-106 59160335 － 

自在型アタッチメント AT-2G 20524843 配管、継手用 

取扱説明書  20593546  

消耗部品、交換部品の保証期間はお買い上げ日より 1 ヶ年です。保証条件は製品と

同じになります。 

  オプション 

品名 型式 品番 備考 

CH4 55ppm／AIR 1000ＭＬカン  10708064 
日常点検用標準ガス 

（容量 7000ml 入り） 

ウレタンガスバック 1L 8 ファイ 

セット 
 59240000 

日常点検用 

(ユニチューブ、 

ピンチコック付) 

ウレタンガスバック 2L 8 ファイ 

セット 
 59240001  

ウレタンガスバック 5L 8 ファイ 

セット 
 59240002  

ガス捕集器 

AT-5 

 

 

20524430 配管、継手用 

ガス捕集器 

AT-6 

 

 

20524441 地中、壁埋込配管用 

ガス捕集器 

AT-7A 

 

 

 

20524432 RP-4 と組み合わせて使用 

サンプリングチューブ 

SH-4-1 

 

 

20524429 
AT-11 および RP-1 と 

組み合わせて使用 

 

 

 
1ｍ 
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6.保守点検 
 

本製品は精密機器です。製品の性能を維持し、安全を確保していただくためには、下

記項目にしたがって点検を実施してください。 

また、落下等の衝撃を与えた場合、水濡れした場合等の通常環境以外で使用された場

合（「１．はじめに」に記載している禁止事項、および「９．仕様」に記載している範囲

以外での使用）には、必ず、日常点検を実施するか、定期点検（有料）をお申し付けく

ださい。 

 

  日常点検 
 

点検項目 点検内容 

自在型アタッチメント 
自在型アタッチメントに、作業上支障をきたすような摩耗・損傷がないことを確認して

ください。支障がある場合は、新しいものと交換してください。 

フィルタエレメント 

ドレンフィルタセット内のフィルタエレメントが汚れたり、濡れたり、ドレンフィルタ

セット内に水等が溜まっている場合は、ドレンフィルタセット内を掃除し、フィルタエ

レメントを新しいものに交換してください。（フィルタエレメントの交換 P17 参照） 

電池残量 
電池残量が少なくなっている場合には、新しい電池に交換してください。（電池の交換

P19 参照） 

気密確認 

電源を入れ、自在型アタッチメントの先端の吸引口をしっかり指でふさいで、LCD 画面

に「Ｅ-Ｐ」（ポンプエラーP16 参照）が表示されることを確認してください。エラーが

出たら正常ですのでポンプ復帰スイッチを押して使用してください。 

エラーが出ない場合は、ドレンフィルタが締まっていることを確認してください。ドレ

ンフィルタが緩んでいる場合は、本体に当たるまでしっかり締めてからもう一度確認し

てください。それでもエラーが出ない場合は、ドレンフィルタセット部の破損、ダイヤ

フラムの気密不良が考えられます。部品交換または修理を依頼してください。 

警報性能点検 

点検ガス（メタン用であれば CH4／55ppm／AIR バランスの標準ガス）を準備して、電源
投入および準備完了後、「1/5」レベルに設定し、機器にガスを吸引させて、アラームラ
ンプ（赤）が点滅し、警報ブザーが鳴ることを確認してください。 
警報音表示が表示されていることをご確認いただいた上で、アラームランプ（赤）が点
滅しなかったり、警報ブザーが鳴らない場合は、お買い上げ店または弊社までご連絡く
ださい。 
 
＜標準ガス（CH4／55ppm／AIR バランス）を使用する場合＞ 
標準ガスはウレタンガスバックに適量採取してから機器に吸引させます。 
警報ブザーが鳴らない場合は、標準ガスを採取したガスバックを点検作業がおこなわれ
る場所に 30分程度置き、環境になじませてからご使用ください。 
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6.保守点検（つづき） 

  定期点検 

機器の精度を維持するために、1 年に 1 回以上は、お買い上げ店または弊社に点

検調整（定期点検）をお申し付けください。 

  主な消耗部品、交換部品など 

品名 型式 品番 備考 

フィルタエレメント（10 枚入り） FE-2 59160022 － 

ドレンフィルタセット DF-116 59073007 － 

ダストフィルタ（5 個入り） FE-106 59160335 － 

自在型アタッチメント AT-2G 20524843 配管、継手用 

取扱説明書  20593546  

消耗部品、交換部品の保証期間はお買い上げ日より 1 ヶ年です。保証条件は製品と

同じになります。 

  オプション 

品名 型式 品番 備考 

CH4 55ppm／AIR 1000ＭＬカン  10708064 
日常点検用標準ガス 
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ピンチコック付) 

ウレタンガスバック 2L 8 ファイ 
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ガス捕集器 
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20524430 配管、継手用 
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20524441 地中、壁埋込配管用 

ガス捕集器 
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6.保守点検 
 

本製品は精密機器です。製品の性能を維持し、安全を確保していただくためには、下

記項目にしたがって点検を実施してください。 

また、落下等の衝撃を与えた場合、水濡れした場合等の通常環境以外で使用された場
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以外での使用）には、必ず、日常点検を実施するか、定期点検（有料）をお申し付けく

ださい。 

 

  日常点検 
 

点検項目 点検内容 

自在型アタッチメント 
自在型アタッチメントに、作業上支障をきたすような摩耗・損傷がないことを確認して

ください。支障がある場合は、新しいものと交換してください。 
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ドレンフィルタセット内のフィルタエレメントが汚れたり、濡れたり、ドレンフィルタ
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エラーが出ない場合は、ドレンフィルタが締まっていることを確認してください。ドレ
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てください。それでもエラーが出ない場合は、ドレンフィルタセット部の破損、ダイヤ

フラムの気密不良が考えられます。部品交換または修理を依頼してください。 

警報性能点検 
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故障とお考えになる前に 

7.故障とお考えになる前に 
 
 
修理を依頼される前に、もう一度次の表にしたがってお調べください。 

 
※操作不能となった場合は、一度電池を全て外して、数分後に再度電池を入れて操作

してください。 
 
■ ガス探知器 

症状 原因 処理 参照ページ 

電源スイッチを押しても

電源が入らない 

電池の極性が逆。 
電池を正しく入れ直

す。 
電池の交換 

P19 
電池の寿命。 電池を交換する。 

エラーが表示される エラー表示を参照してください。 
エラー表示

P16 

ブザーが鳴らない 

完全消音モード

になっている。 

完全消音モードを解除

する。 

完全消音モ

ード P14 

警報ブザーが 

OFF になってい

る。 

警報ブザーを ON にす

る。 

警報ブザー

の切り替え

方法 P15 
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6.保守点検（つづき） 

 
品名 型式 品番 備考 

サンプリングチューブ 

SH-4-05 

 

 

20524531 
AT-11 と 

組み合わせて使用 

なまし銅管 
AT-11 20524431 

59060000 
（チューブ付き） 

奥まったところの 

配管、器具用 

フレキシルアダプタ 
AT-12 

 
59050101 RP-1 と組み合わせて使用 

伸縮管 
RP-1 

 
20524428 

奥まったところおよび 

高いところの配管、器具用 

伸縮管 

RP-4 

 

 

20524433 地中配管、路面用 

点検ガス（簡易）※1 

EG-10 

（LPG 以外用） 

EG-10L 

（LPG 用） 

59150200 

 

59150100 

 

 

※1 ドレンフィルタセットとダストフィルタを外してご使用ください。 

ダストフィルタは点検ガスを吸着しますので、外さないと正常な点検ができません。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
50cm 

60cm 



 

- ２３ - 

故障とお考えになる前に 

7.故障とお考えになる前に 
 
 
修理を依頼される前に、もう一度次の表にしたがってお調べください。 

 
※操作不能となった場合は、一度電池を全て外して、数分後に再度電池を入れて操作

してください。 
 
■ ガス探知器 

症状 原因 処理 参照ページ 

電源スイッチを押しても

電源が入らない 

電池の極性が逆。 
電池を正しく入れ直

す。 
電池の交換 

P19 
電池の寿命。 電池を交換する。 

エラーが表示される エラー表示を参照してください。 
エラー表示

P16 

ブザーが鳴らない 

完全消音モード

になっている。 

完全消音モードを解除

する。 

完全消音モ

ード P14 

警報ブザーが 

OFF になってい

る。 

警報ブザーを ON にす

る。 

警報ブザー

の切り替え

方法 P15 

 

- ２２ - 

保守点検 

6.保守点検（つづき） 

 
品名 型式 品番 備考 

サンプリングチューブ 

SH-4-05 

 

 

20524531 
AT-11 と 

組み合わせて使用 

なまし銅管 
AT-11 20524431 

59060000 
（チューブ付き） 

奥まったところの 

配管、器具用 

フレキシルアダプタ 
AT-12 

 
59050101 RP-1 と組み合わせて使用 

伸縮管 
RP-1 

 
20524428 

奥まったところおよび 

高いところの配管、器具用 

伸縮管 

RP-4 

 

 

20524433 地中配管、路面用 

点検ガス（簡易）※1 

EG-10 

（LPG 以外用） 

EG-10L 

（LPG 用） 

59150200 

 

59150100 

 

 

※1 ドレンフィルタセットとダストフィルタを外してご使用ください。 

ダストフィルタは点検ガスを吸着しますので、外さないと正常な点検ができません。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
50cm 

60cm 



 

- ２５ - 

仕様  

9.仕 様 
 

■ 一般仕様 

型 式 XP-702ⅢS-B XP-702ⅢS-A XP-702ⅢS-F 

検知対象ガス※1 
１種類の可燃性ガス 

メタン、イソブタン等 

２種類の可燃性ガス 

メタン、イソブタン等 

切替式 

可燃性ガスとフロンガス 

メタン、R-407C,R-410A 等 

切替式 

検知原理 熱線型半導体式（P26 参照） 

ガス採気方式 自動吸引式 

検知可能漏洩量 
3.3×10-6  Pa･m3/s 

フロンガス：〔R-407C〕12.4ｇ/年〔R-410A〕11.2ｇ/年 

検知可能濃度 
メタン、イソブタン等：10ppm 

フロンガス：30ppm 

応答時間  5 秒以内（フロンガスを除く） 

電源（定格） 単 3 形アルカリ乾電池 パナソニック（株） LR6 2 本 

電池使用時間※2 約 12 時間（単 3 形アルカリ乾電池、25℃にて） 

保護等級※3 IP22 相当※4 

使用温湿度範囲 -20～50℃ /85％RH 以下（ただし、結露なきこと） 

寸法 約 W38×H135×D32 mm（突起部を除く） 

質量 約 190g（電池、レザーケース含む） 

 
※1 検知対象ガスの種類についてはお問い合わせください。 
※2 電池使用時間は、環境条件、使用条件、保存期間などにより異なります。 
※3 レザーケース収納状態にて。 
※4 IP22 相当とは、指での機器内部の危険な場所への接近に対して保護している構造(IP2X)、および

外郭が鉛直に対して両側に 15 度以内で傾斜したとき、4 位置で各 2.5 分（合計 10 分）、鉛直に落下

する水滴によっても機器内部に有害な影響をおよぼさない構造(IPX2)を意味します。 
 
■ 防爆に関する仕様 

型式 XP-702ⅢS 

防爆性能※1 Ex iaⅡBT3 Ga （本質安全防爆構造） 

適用指針 JNIOSH-TR-46-1:2015,JNIOSH-TR-46-6:2015 

保護等級※1 IP20 

定格 
電源 DC3.0V（LR6 パナソニック（株） 2 本） 

周囲温度 －20℃～＋50℃ 

 
※1 レザーケース収納状態にて。 
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保証書と web ユーザー登録 

8.保証書と web ユーザー登録 
 
 
● 保証書と web ユーザー登録 

 
包装箱の中には、この取扱説明書のほかに保証書と web ユーザー登録のご案内が入っ

ています。web ユーザー登録は、ご登録いただいた機器情報から保守点検時期やサポ

ート情報などをメール等にてご案内させていただきますので、ぜひこのサービスをご

利用ください。 
 
 
● 保守点検のお願い 

 
お買い上げいただきましたガスリークディテクタは、精密機器です。精度を維持し、

安全を確保していただくためには、皆様方にお願いする日常の保守点検のほかに、1

年に 1 回以上は、お買い上げ店または弊社に点検調整（定期点検）をお申し付けくだ

さい。 
 
なお、日常の保守点検について不明な点は、弊社までお問い合わせください。 

また、定期点検は定期点検契約により実施させていただきます。 
 
機器の故障修理につきましては、お買い上げ店または弊社までご連絡ください。 

（送料は、お客様負担とさせていただきます。） 
 
 
● 保証について 

 
保証期間中に、取扱説明書に沿った正常なご使用状態で万一故障した場合には、保

証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。 
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10.検知原理 
 
● 熱線型半導体式センサ 
 
可燃性ガス等が存在すると、半導体表面に吸着していた酸素との酸化反応が起こり、半

導体内部の自由電子が増加します。その結果、半導体の抵抗値が低下します。 
この抵抗値の変化をブリッジ回路の偏差電圧として取り出すことで、可燃性ガス等を検

知しています。 
このセンサの特徴は、低濃度からガス感度が高く、高感度検知に適しています。 

 
 

 

11.用語の説明 
 
防爆構造：電気機器が点火源となってその周囲における爆発性雰囲気に点火することがな

いように電気機器に適用する構造。 
 
本質安全防爆構造：正常時および事故時に発生する電気火花または高温部によって爆発性

ガスに点火しえないことが、点火試験その他によって確認された構造。 
 
 
非危険場所：通常および異常な状態において、爆発性ガスと空気が混合し爆発限界内にあ

る状態の雰囲気の生成の可能性がないとみなされる場所。 
 
 
（一部、産業用ガス検知警報器工業会、ガス検知警報器用語、検知管式ガス測定器用語より引用） 
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代代理理店店・・販販売売店店 

●●ここのの取取扱扱説説明明書書をを紛紛失失さされれたた場場合合 
万万一一ここのの取取扱扱説説明明書書をを紛紛失失さされれたた場場合合はは、、弊弊社社ままででごご連連絡絡くくだだ

ささいい。。有有償償ににてて送送付付いいたたししまますす。。 
●●本本取取扱扱説説明明書書のの記記載載内内容容はは、、改改良良等等ののたためめ予予告告ななくく変変更更すするる

場場合合ががあありりまますす。。 

〒532-0036 大阪市淀川区三津屋中 2-5-4 
 

URL www.new-cosmos.co.jp 

XP-702ⅢSCT(07)●●●●.●●●


